
健診、なんのため？ 
 

健康診断は面倒なことかもしれませんが、自身の体のためにぜひ受けてくだ

さい。 

 

当院では定期的に職場健診が実施されています。無論病院なので職場で受け

られるわけですが、それでも時期が来るたびに「面倒だなぁ」と思うのが人間と

いうものです。職場で受けられる自分ですらそうなのですから、事前に予約の上

で当日病院に来なければならない一般の方々なら尚更かと思います。 

それでもあえて言わせていただくと、癌などの病気を早期発見するには健康

診断、あるいは人間ドックなどを受けていただくしかありません。一般に「癌」

というと重篤な病気ですから、何かしら体調不良になると思われがちです。 

実際には癌で症状が出るのはかなり進行してから、つまり完治できない段階に

なって初めて調子が悪くなる人の方が多いくらいです。 

 

自分のかかりつけの方から「通院しているから健診は受けなくてもいいです

よね？」と聞かれることがありますが、通院とは別で健診も受けていただくこと

を推奨しています。基本的に病院や診療所では「調子の悪いこと」＝「症状」に

対しての検査・治療を行っています。症状があれば別ですが、なにもなければ通

院している病気以外の検査は行いません。例えば自分の専門は肝臓ですが、呼吸

器の症状などない限りは胸のレントゲンは撮りません。そして早期の肺がんは

症状が出ないことも多いです。つまり、たとえ肝臓外来に毎月通院していたとし

ても肺がんが発見できないわけです。早期の癌は症状だけでなく血液検査の異

常も出ません。毎月採血していたとしても、採血だけで癌を早期に発見するのは

非常に難しいことです。 

 

退職し職場での健診がなくなると、その後健診を受けなくなってしまう方も

多くいらっしゃるかと思います。しかし実際に癌など大きな病気になりやすい

のは 60代以降です。むしろ退職してからの方が健診を受ける重要性が高くなっ

てきます。元気な方であっても現在の検査結果を残しておくことで、今後の検査

と比べることもできます。 

 



消化器内科としては、一般的な採血・胸のレントゲンに加えて、胃カメラ・便

潜血検査を受けることを推奨します。食道・胃・十二指腸の早期病変はバリウム 

検査よりも胃カメラの方が発見しやすく、早期で見つかれば内視鏡で治療する

こともできます。便潜血検査は行うことで大腸がんでの死亡率を下げることが

できます。 

地域の健診サービスなど利用し、病気の早期発見・治療を行いましょう。 

 

                      【内科診療部長 福地 達】 

 
 


